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要　　約

　本研究は大学生を対象に，将来就職後に予期される職業ストレッサーとそ

のストレス反応を検討するため，近畿地方の４大学に在籍する大学生，男性

121名，女性111名を対象にして，職場ストレッサー質問紙（島津ら，1997

によって，作成され，筆者が大学生用に改変した）及び職業におけるストレ

ス反応質問紙（小杉，2000によって，作成され，筆者が大学生用に編集した）

について，調査を実施した。その結果，男女大学生に予期される職業ストレ

ッサーとそのストレス反応のパターンが確認された。本研究の成果は，若者

の社会人としての基礎能力，つまりストレスコントロール力を身に付けさせ

るための一助になるであろう。
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はじめに

　現代において，あらゆる職業・職種において，様々な種類の「職業ストレ

ス」が高まってきているために，その対応策を考えるとともに，人間の本性

に沿った人間らしい労働のあり方，つまりQOWL（Quality of Working Life,

　労働生活の質）を高めることや，「労働の人間化」などといわれる新しい

積極的な価値観に基づく施策が求められている。　　　　　　　　　　　
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１．職業ストレスとは

　先ず，「職業ストレス」とは何であるかから考えていこう。この用語は，

従来から「産業ストレス」，「組織ストレス」，「職務ストレス」，「職場ストレ

ス」などともいわれてきた。更に近年「キャリア・ストレス」という言い方

も見られる。いずれも，ほぼ同じ概念として用いられているが，表現上に微

妙なニュアンスの違いが認められる。すなわち，産業，組織，職務などを冠

した表現においては，やや使用者側や管理者側からの捉え方が窺えるのに対

して，職業や職場やキャリアの場合は，働く人々の側に立った見方が，より

強く込められているように感じられる。

　しかし，「キャリア・ストレス」と言った場合には，“キャリア”とは，単

に，専門的職業や職業的経歴といった職業活動に限定するのでなく，個人が

一生涯にわたって経験し，身に付けていく職業的能力をはじめとして，さま

ざまな社会的活動や役割などを含めて，自己実現的な概念として見る場合に

は，この用語（キャリア・ストレス）が，より適切で包括的なものになるで

あろう。なぜならば，職業活動をしている社会人だけでなく，そのための準

備期間中の在学中の青少年，職業から引退した高齢者，未就業の社会人，専

業主婦など，子どもから大人まで全ての年齢層におけるキャリア発達やキャ

リア創造に関わる問題としてのキャリア・ストレスについて取り上げる必要

があり，今後の新しい展望が開かれることになろう。けれども，日本では，

この用語や考え方は十分に熟していないため，以下「職業ストレス」という

従来の考え方に基づいて，この研究を進めることにする。

　職業ストレスについては，一致した定義がなされているわけでなく，それ

ゆえ，ストレス発生の原因や過程に関する考え方（職業ストレス・モデル）

にも様々なものが提唱され，発展してきた。職業ストレスの定義として，筆

者が現時点において最も包括的で適切なものと考えるものは，ベアーとニュ

ーマン（Beehr,T.A. & Newman,J.E. 1978）の以下のような定義である。「組

織，職務に関連する諸要因が，労働者（の諸要因）と相互作用して，その人

の精神機能が尋常でなくなるような心理的または生理的変化を生じさせる条
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件」（金井淳子訳，2007）。すなわち，職業ストレスは，職場における様々

な種類の負荷（ストレッサー）のみから生じるのではなく，個人の側の様々

な心身の諸特性が媒介（もしくは調整）して生起する。その諸特性によって，

実際にストレス反応・症状（ストレイン）が生じたり，生じなかったりする

し，また生起した場合にも，その症状や程度に個人間の違いが出てくる，と

いうことである。そこで，次に職業ストレスを引き起こす実際の諸要因や近

年の実態について述べることにする。

２．職業ストレスの様相

　ストレスとは，もともと物質に対する物理的な圧力や，そのために生じる

歪みということであるが，生体におけるストレスとは，外部から侵襲する刺

激によって生起する生理・身体的変化や心理的変化（緊張感・不安等）が，

人間などの生命体におけるストレスの本態である。さらに，我々は何らかの

ストレスによって，わが身と環境の不調和を感じ，環境への適応行動をとる

ことができる。たとえば，気温変化に応じて，衣服を調節する。対人関係や

仕事などにおいても，同様である。従って，適度のストレスは，適応をはじ

めとして行動への動機づけや行動の持続など生きていくために必要不可欠な

ものである。一方，何事にも「適度の程度」があるように，その人にとって

過重なストレスの場合には，それに耐えたり，うまく対応したりできなくな

り，異常な心身の状態が生ずる。これが，社会一般に言われるところのスト

レスである。前者は，ユ─ストレス（有益ストレス），後者は，ディストレ

ス（有害ストレス）として区別される。

　職業ストレスという場合は，一般に，このディストレスとしての現象を問

題として，個人の職業活動や日常生活全般にわたって生じる不適応状態をいう。

さて，職業ストレスを引き起こす源（ストレッサー）は，実に多岐にわたる。

サザランドとクーパー（Sutherland,V.J., & Cooper,C.L.1988：田中1992によ

る）は，職業ストレス源として，下のような６要因を挙げている。

①　仕事固有のもの（劣悪な身体的労働条件，過剰な仕事の負担，時間的

圧迫，身体的危険，など）
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②　組織内の役割（役割の不明確さ，役割の葛藤，役割のイメージ，　など）

③　キャリアの発達（昇進し過ぎ，昇進不足，職務の安定性の欠如，向上

心阻止，など）

④　仕事上の人間関係（上司・部下・同僚との問題，権限委譲の難しさ，

など）

⑤　組織構造と風土（意志決定参加の機会欠如，予算などによる行動制限，

会社の方針，効果的指導のなさ，など）

⑥　組織生活以外から生じるもの（家庭の問題，生活上の危機，個人の信

条と会社方針との葛藤，など）

　このうち①～⑤までは，組織内の要因であり，⑥は，組織外の個人的およ

び家庭的な要因である。サザランドらはさらに，これらのストレスにさらさ

れた結果生起する反応・症状（ストレイン）として，２つの段階を分けている。

すなわち，第１段階（比較的軽い職場的不健康の徴候：心臓弛緩時の血圧上昇，

コレステロール値上昇，心拍数増加，喫煙，抑うつ気分，逃避的飲酒，職務

不満足，労働意欲喪失など），第２段階（疾病としての症状：虚血性心疾患，

精神疾患など）である。

　さて，職業生活の中で人は様々な事柄を経験するが，同じストレッサーを

経験しても人によって，さまざまなストレス反応が生じる。人々は，出来事

の受け止め方が違うので，それによって取る行動も違ってくる。すなわち，

ストレッサ─に対するコーピング（対処行動）の問題であり，人がストレッ

サーをいかなるものとして受け止め，いかに対処するかによって，引き起こ

されるストレス反応は異なるのである。

　島津他（1997），小杉（2000）は，職場のメンタルヘルス活動において，

従業員が自らの職場の状況をどのように受け止め，何についてどの程度負担

を感じているのか（職場ストレッサー経験），また現在どのような心理的苦

痛や身体的不調を感じており（ストレス反応），それに対してどの程度職場

の状況が影響しているかを検討した。その結果，ストレッサ─としては過度

の圧迫感，役割の不明瞭性，能力の欠如感，過度の負担感の４つの要因を，
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ストレス反応としては，怒り，循環器系の不調，対人場面での緊張感，疲労，

過敏，抑うつの６つの要因を見出している。

　一方，大学生は将来の職業に対して，どのようなストレッサーやストレス

反応を予期しているのであろうか。この要因は大学生の職業選択・職業意識・

就職活動にも影響を及ぼすに違いない。現在社会は，特に職業人の社会的不

安が高まり，働く意欲の低下現象が顕著になってきている。その影響を受け

て，在学中の児童・青年の職業意識に大きな揺れが生じ，ニート予備軍の量

産につながっていることが予測される。大学生が予期する職業ストレスを究

明することは，大学生の職業に対する不安を緩和し，働く意欲を高める対策

を考えていくことに役に立つであろう。

　本研究は，大学生を対象に，彼等が予期する職業ストレスとそのストレス

反応を検討することを目的とする。

方　　法

被調査者　滋賀県，京都府，兵庫県の各府県にある大学に在籍する学部生と

院生で，男性121名，女性111名を対象にして，調査を実施した。

質問紙　調査にあたって使用した質問紙は以下のように構成されている。

１．職業ストレッサーの質問

　この質問紙は島津ら（1997）によって作成されたものを，筆者が大学生

用に改変した。質問紙は過度の圧迫感（６項目），役割の不明瞭性（６項目），

能力の欠如感（９項目），過度の負担感（７項目）の４つの下位尺度から構

成されている。

２．職業におけるストレス反応の質問

この質問紙は小杉（2000）によって作成されたものを，筆者が大学生用に

改変した。質問紙は怒り（６項目），循環器系の不調（５項目），対人場面で

の緊張感（７項目），疲労（５項目），過敏（４項目），抑うつ（10項目）の

６つの下位尺度から構成されている。

職業ストレスについての研究（その１）　　61



聖泉論叢　2009　17号

62　　職業ストレスについての研究（その１）

　以上１と２を合わせた全65項目からなる「予期される職業ストレス調査」

は付録として示されている。いずれの尺度の回答方法は「全く当てはまらな

い」「余り当てはまらない」「どちらでもない」「ややあてはまる」「よく当て

はまる」の５段階で質問した。

調査期間および手続き　調査は2009年４月から10月までの期間に実施した。

実施にあたって，筆者が十数回に渡って，各大学に出かけて，授業時間の前

後に集団で調査を実施した。

結　　果

１．男性が予期するストレッサーとストレス反応の因子構造

　男女の因子構造を別々に検討するため，男女別にストレッサーとストレス

反応の計65項目について，因子分析の主成分分析（Promax 回転）を行った。

因子数について，まとまっていて，解釈しやすい10因子を指定し，その結

果は表１（男性）と表２（女性）に示す。

　表１は男性が予期するトレッサーとストレス反応の因子構造を表している。

第１因子は，「希望を持てない」「いつも気が滅入っている」「引け目を感じ

ることが多い」「孤独を感じていることが多い」「自信が持てなくなってきた」

「人にあうのがわずらわしい」「元気が出ない」「自分は孤独だと思う」「抑う

つ気分だ」「今までの生き方は間違っていた」「いつも緊張している」「引っ

込み思案なほうである」「仕事を少ししただけで疲れる」の各項目に高い負

荷量があり，「抑うつと疲労」の因子と定義した。第２因子は，「仕事を続け

る上で邪魔が多い」「よく知らない分野の仕事を担当している」「私の仕事は

一人で行うには多すぎる」「ノルマや納期に追われる業務を担当している」「仕

事でよい成績を出すよう，非常に期待されている」「複数の上司の指示に食

い違いが多い」「今の仕事がとても複雑だ」「数多くの仕事をこなさなければ

ならない」「なかなか決心がつかない」「職場の内容について説明が不明瞭で

ある」「批判されると非常に気になる」「部下の仕事について責任がある」「見

知らぬ人に会うと非常に落ち着かない」「どこに行っても仕事のことが頭か
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ら離れない」「上司と部下それぞれの要求に挟まれている」「上司が見ている

と，仕事が手につかない」の各項目に高い負荷量があり，「過度の負担と緊

張感」と定義した。第３因子は，「ちょっとしたことで腹を立てる」「すぐカ

ッとなる」「ひどく腹を立てることが多い」「自分の思い通りにならないとカ

ッとなる」「ちょっとしたことで感情を害しやすい」「自分の仕事は社会的に

尊敬されていない」「職場で自分の権限がどれほどなのかわからない」「部下

の相談に乗らなければならない」「職場での時間を自分で適切に配分できな

い」の各項目に高い負荷量があり，「怒りと能力の欠如（権限・時間・大事さ）」

と定義した。第４因子は，「有給休暇が取れない」「疲れてぐったりすること

がよくある」「仕事を終えた時，疲れきっている」「自分の健康が気になって

仕方がない」「今の仕事にはっきりした目標や目的がない」「部署の決定事項

にほとんど影響力がない」「仕事の成果が高く評価されない」「現在担当して

いる業務に興味が持てない」「朝起きた時から疲れきっている」「部下の仕事

について責任がある」の項目に高い負荷量があり，「疲れと過度の圧迫（部

下の仕事，休暇）」と定義した。第５因子は，「心臓が異常に早く打つことが

ある」「動悸がして苦しいことがある」「息が苦しいことがよくある」「人に

会うのがわずらわしい」「上司がくると，震えるほど緊張する」の各項目に

高い負荷量があり，「循環器系の不調」と定義した。第６因子は，「見知らぬ

場所に行くと非常に落ち着かない」「心を許す同僚が少ない」「職場で自分に

何が期待されるのかわからない」「現在担当している業務に興味が持てない」

の各項目に高い負荷量があり，「能力欠如（興味ない）と緊張」と定義した。

第７因子は，「今の仕事は退屈である」「指図されると腹が立つ」「重要でな

い仕事を担当している」の項目に高い負荷量があり，「役割不明瞭」と定義

した。第８因子は「息切れしやすい」「仕事のやり方が不適切」の各項目に

高い負荷量があり，「能力欠如（仕事のやり方）」と定義した。第９因子は「神

経質なほう」「神経過敏なほう」の項目に高い負荷量があり，「過敏」と定義

した。第10因子は１つの項目「部下の成長に責任がある」の各項目に高い

負荷量があり，「過度の圧迫（部下）」と定義した。
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２．女性が予期するストレッサーとストレス反応の因子構造

　表２は女性が予期するトレッサーとストレス反応の因子構造を表している。

第１因子は，「数多くの仕事をこなさなければならない」「ノマルや納期に追

われる業務を担当する」「複数の上司の指示に食い違いがある」「仕事を続け

る上で邪魔が多い」「私の仕事は一人で行うには多すぎる」「仕事の成果が高

く評価されない」「今の仕事がとても難しく複雑だ」「職務内容についての説

明が不明瞭だ」「有給休暇がとれない」「疲れてぐったりすることがよくある」

「批判されると非常に気になる」「引っ込み思案なほうである」「部下の仕事

について責任がある」「職場で自分の責任範囲がどこまでかわからない」「見

知らぬ人に会うと落ち着かない」「上司と部下の要求に挟まれている」「よく

知らない分野の仕事をする」「現在担当している業務に興味が持てない」「仕

事を終えたとき，疲れきっている」の各項目に高い負荷量があり，「過度の

負担，役割不明瞭と緊張感」と定義した。第２因子は，「人生に希望がもて

ない」「いつも気がめいっている」「元気がない」「生き方が間違っている」「抑

うつ気分」「人に会うのがわずらわしい」「孤独感を感じる」「自信が持てな

くなる」「ひけ目を感じることが多い」「孤独だ」「仕事が難しい」「仕事でよ

い成果が出すよう期待される」「すぐカッとなる」「ひどく腹が立つ」「ちょ

っとしたことで腹が立つ」の各項目に高い負荷量があり，「抑うつ・怒りと

仕事の疲労」と定義した。第３因子は，「自分の思い通りにならないとカッ

となる」「指図されると腹が立つ」「ちょっとしたことで感情を害しやすい」

「部署の決定事項にほとんど影響力がない」の項目に高い負荷量を持ち，「怒

りと能力の欠如（影響力）」と定義した。第４因子は，「仕事を終えた時，疲

れきっている」「動悸がして苦しいことがよくある」「心臓が異常に早く打つ

ことがある」「胸や心臓に痛みが走ることがある」「重要でない仕事を担当し

ている」「今の仕事が退屈である」の各項目に高い負荷量があり，「循環器系

の不調と役割不明瞭（重要さ）」と定義した。第５因子は，「仕事のやり方が

不適切」「職場で自分に何が期待されているか分からない」「部下の成長に関

して責任がある」「神経質な方である」「職場での時間を自分で適切に配分で

64　　職業ストレスについての研究（その１）
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きない」「今の仕事はっきりした目標や目的がない」の各項目に高い負荷量

があり，「能力の欠如（目標・部下・時間）と過敏」と定義した。第６因子

は，「上司が見ていると，仕事が手につかない」「いつも緊張している」「上

司がくると震えるほど緊張している」「なかなか決心がつかない」「神経質な

方である」の各項目に高い負荷量があり，「対人緊張感と過敏・疲労」と定

義した。第７因子は，「部下の相談にのらなければならない」「職場での自分

の権限がどれほどなのかわからない」「会議などで質問されると，取り乱す」

の各項目に高い負荷量があり，「過度の負担と能力の欠如による緊張感」と

定義した。第８因子は「息が切れやすい」「朝起きた時から疲れ切っている」

の各項目に高い負荷量を持ち，「疲労」と定義した。第９因子は「心を許せ

る同僚が少ない」「自分の健康が気になって仕方がない」「自分の仕事が社会

的に尊敬されていない」の各項目に高い負荷量があり，「役割不明瞭（同僚）

と能力欠如（重要さ）と過敏」と定義した。第10因子は「どこにいても仕

事のことが頭から離れない」（逆転項目）の各項目に高い負の負荷量があり，

「見知らぬ場所に行くと非常に落ち着かない」の各項目に高い負荷量があり，

「緊張感」と定義した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．尺度の信頼性の検討

　男女それぞれにおいて，予期されるストレッサーとストレス反応の因子に

ついて，尺度の信頼係数（α），平均，標準偏差をまとめた結果が表３と表

４に示されている。

　質問紙は全体として男女を問わずに，内的一貫性が見られ，尺度の信頼性

が確認された。因子ごとの信頼性を検討した結果，男性の場合は因子１から

因子９まで，ある程度の信頼性が認められた。因子10は該当項目１項目し

かないので，信頼性の検討を省いた。女性の場合は，因子１から因子６まで，

ある程度の信頼性が認められたが，因子７から因子10まで信頼性が認めら

れなかった。

職業ストレスについての研究（その１）　　65



聖泉論叢　2009　17号

66　　職業ストレスについての研究（その１）

表１　男性の予期されたストレッサーとストレス反応の因子構造
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表２　女性の予期されたストレッサーとストレス反応の因子構造
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考　　察

１．予期されたストレッサーとストレス反応

　実際には働いていない大学生は，職業に対する自分のイメージから，職業

的ストレッサーやそれによってどのようなストレス反応が出るかを予想して

いる。本結果は，男女それぞれにおいて，予期された職業ストレッサーとス

トレス反応について，さまざまな因子（要因）が捉えられたといえる。

２．男女の比較

　男女間の共通の特徴として，職業を従事する時，抑うつ気分や孤独感や仕

事に疲れを感じやすいという「抑うつと疲労」の要素，数多くの仕事をこな

すこと，複数の上司に指示されること，ノルマや納期に追われる業務をこな

すこと，部下の仕事に責任があることから，過度な負担を感じ，落ち着かな

い，緊張感を覚える「過度の負担と緊張感」の要素，腹が立つことが多い，

すぐ切れってしまって，怒りを生じ，職場で自分の権限が分からない，尊敬

されない，時間の配分が自分でできないという「怒りと能力の欠如」の要素，

疲れでぐったりして，日々の仕事に疲れを感じ，また仕事にはっきりした目

標や目的がないため，仕事の成果が高く評価されない，仕事に興味が持てな

くなるという「疲労と過度の圧迫」の要素，心臓が異常に早く打って，動悸

のために苦しく感じることがあり，息苦しくなる「循環器系の不調」の要素，

表３　男性のストレッサーとストレス反応の基礎統計量

表４　女性のストレッサーとストレス反応の基礎統計量
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重要でない仕事を担当するという「役割不明瞭」の要素が確認された。

　仕事そのもの，職場での人間関係（上司と部下），役割の不明瞭が主要な

ストレッサーと予期され，それによって，抑うつになり，ひどい疲れを感じ，

循環器の不調を予想していると言える。特に抑うつ状態が生じやすい予想か

ら大学生のストレッサーに対する受けとめ方が覗ける。また，若者には，日

常生活において循環器の不調を訴えることが少ないはずなのに，本結果では

予期されたストレス反応として顕著な傾向が認められた。

　男性の特徴として，因子分析の結果から抑うつと疲労の要素が一番強く，

このことから，男性が職業ストレス反応として，抑うつ気分になり，自信が

持てなくことにより，元気が出なくなり，孤独感と緊張感により，生きがい

感じられなくなることが予想される。女性の特徴として，数多くの仕事，複

数の上司に指示され，仕事の成果が評価されない，上司と部下の要求に対応

しきれない，自分の責任範囲がわからない，などによる過度な負担や役割不

明瞭といった要素が一番強いことが認められる。また，女性は男性より，循

環器系の不調を訴えやすい傾向が見られる。

３．労働問題との関連

　一般に労働者のどのくらいの人々が強い職業ストレスを感じているかに

ついて，厚生労働省による「労働者の健康状況調査」（５年毎）によると，

1982年度は50.5％，1987年度は55.0%,　1992年度は57.3%,　1997年度は

62.8%,　2002年度は61.5％と増加してきている（「厚生労働白書」の各年度

版）。この現象は，過労死や精神障害の労災申請数の増加とも対応している。

　また，どんな種類のストレスが多いかについては，企業・自治体のメンタ

ルヘルスネットワーク（産業カウンセリング）を実施している株式会社フイ

スメックの2008年度統計によれば，“職場における人間関係”が最も多く，

次いで“労働・就業意欲“，“業務内容“の順になっている。これらのスト

レスのいずれも，労働者における抑うつ状態やうつ病などの症状と関連する

ことが多いといえる。これらの統計的なデータは，本研究結果において見ら

れるところの大学生が予期するストレッサーとストレス反応の傾向とよく対
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応していると言える。過労死や抑うつのなどの予備軍となる可能性がある就

労前の若者の意識を把握し，予期されたストレッサーとストレス反応を基に

して，国・自治体・教育機関などは若者の労働に対する意識を高める対策を

進めると同時に，ストレスとの上手な付き合い方（コーピング）を身につけ

させることが，社会人としての基礎能力を育成するために不可欠な対策であ

ろう。
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付　　録

就職後に予期される職業ストレスの調査

　質問項目を順に読み，将来自分に該当すると思われる箇所に○をつけてく

ださい。

１─神経質なほうであると思う。

２─職場で自分に何が期待されるのかわからない時ストレスを感じる。

３─息切れがしやすいと思う。

４─私の仕事のやり方は不適切である時ストレスを感じる

５─部下たちの成長に関して責任がある時ストレスを感じる。

６─自分の思い通りにならないと，すぐカットとなる。

７─部下の相談に乗らなければならない時ストレスを感じる。

８─いつも緊張していると思う。

９─上司と部下それぞれの要求に挟まれている時ストレスを感じる。

10─神経過敏なほうであると思う。

11─重要でない仕事を担当している時ストレスを感じる。

12─動悸がして苦しい時がよくあると思う。

13─やっている仕事は退屈であるときストレスを感じる。

14─心臓が異常に早く打つことがあると思う。

15─どこにいても仕事が頭から離れない時ストレスを感じる。

16─息が苦しいことがよくあると思う。

17─職場での時間を自分で適切に配分できない時ストレスを感じる。

18─職場で自分の責任範囲がどこまでか分からない時ストレスを感じる。

19─指図されると腹がたつと思う。

20─心を許せる同僚が少ない時ストレスを感じる。

21─見知らぬ場所にいくと非常に落ち着かないと思う。

22─仕事を終えた時，疲れ切っていると思う。

23─仕事にははっきりした目標や目的がない時ストレスを感じる。

24─上司が来ると震えるほど緊張すると思う。
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25─担当している業務に興味が持てない時ストレスを感じる

26─上司が見ていると，仕事が手につかないと思う。

27─部署の決定事項にはほとんど影響力がない時ストレスを感じる。

28─仕事を少ししただけで疲れると思う。

29─職務内容についての説明が不明瞭である時ストレスを感じる。

30─自分の健康が気になって仕方がないと思う。

31─複数の上司の指示に食い違いが多い時ストレスを感じる。

32─会議などで質問されると取り乱すと思う。

33─有給休暇が取れない時ストレスを感じる。

34─疲れてぐったりすることがよくあると思う。

35─仕事の成果が評価されない時ストレスを感じる。

36─よく知らない分野の仕事を担当する時ストレスを感じる。

37─朝起きた時から疲れきっていると思う。

38─仕事がとても難しく複雑である時ストレスを感じる。

39─ちょっとしたことで腹を立てると思う。

40─仕事を続ける上で邪魔が多い時ストレスを感じる。

41─すぐカッとなると思う。

42─仕事でよい成果を出すよう，非常に期待される時ストレスを感じる。

43─胸や心臓に痛みが走ることがあると思う。

44─部下の仕事について責任がある時ストレスを感じる。

45─批判されると非常に気になると思う。

46─自分の仕事は社会的に尊敬されていない時ストレスを感じる。

47─ひどく腹を立てることが多いと思う。

48─数多く仕事をこなさなければならない時ストレスを感じる。

49─見知らぬ人に会うと非常に落ち着かないと思う。

50─引っ込み思案なほうであると思う。

51─私の仕事は一人で行うには多すぎる時ストレスを感じる。

52─ちょっとしたことで感情を害しやすいと思う。
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53─ノルマや納期に追われる業務を担当する時ストレスを感じる。

54─職場での自分の権限がどれほどなのか分からない時ストレスを感じる。

55─なかなか決心がつかないと思う。

56─憂鬱な気分であると思う。

57─自分は孤独だと思う。

58─今までの行き方は間違っていたと思う。

59─人に会うのはわずらわしいと思う。

60─元気が出ないと思う。

61─いつも気が滅入っていると思う。

62─人生に希望が持てないと思う。

63─引け目を感じることが多いと思う。

64─自信が持てなくなってくると思う。

65─孤独を感じることが多いと思う。

付　　記

　本稿は，平成21年度私立大学等経常費補助金（特別補助：地域共同研究

支援）の助成による研究成果である。
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